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秒漢の足踏みポンプ

マリという国は新聞･テレビを通じて広く知られるようになった一

一目六カ茎ウランの探査を行っている西アフリカの国として.探査地域

は東部で年降水量か300mm以下という寡雨地域､しかし首都が

ある西都は1,000mInを超える降雨に恵まれた地域放牧に加完て農業

を営む.従って東部の遊牧民とは違って定着民が多い.マリ国

の東部と西部は全く対照的である.

写真は首都バマコから南へ約170kmのところにある村の共同井戸.

深さ約44m口径150個㎜水位7.8m.井戸の周囲に柵カ茎ある.汲

み上げボンブは我々が名付けた｢足踏みポンプ｣というフランス製.

機構は自転車の空気入れの原理とよく似ている.この井戸はスイスの

援助で掘った.水温は30.C未満で生温いが良質.案内のスイス人

は水井戸に近づくと何のためらいもなく手に汲んで飲み大き≦頷いた.

その時技術援助はかくあるべし一と思った.住民に最も必要な水

を通してあたたかい相互の信頼関係をそこに見たからである.

恋おこのポンプの値段な日本円で1台15万円.

(写真文とも村下敏夫)�


